
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・信州環境フェアについては、開催内容の充実を図るとともに、各地域のイベントと連携して開催する信州環境フェア地域連携事業の一層
の充実を図り、より広く県民が参加するものに努める。
・環境保全に関する知識の普及・啓発のため、信州豊かな環境づくり県民会議と連携しながら、引き続き、各種事業等に取り組んでいく。

目標に対
する成果
の状況

・信州環境フェア実行委員会の一員として、信州環境フェア2016を７月30日、31日に長野市のビッグハットで開催した。企業、行政機関、各種団体による
ブース出展のほか、会場内でエコにこだわった農産物の販売、フリーマーケット、ステージイベントを実施し、環境保全に関する知識の普及・啓発に努めた。
・信州環境フェア地域連携事業は、佐久市、上田市、諏訪市、伊那市、木曽町、安曇野市で開催された各種イベントと連携して、環境保全に関する展示等
に取り組んだ。

 概算事業費（B（A）+C） 31,980 32,082 34,793

23,742 23,742

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越 0

概　算
人件費

3.00 3.00 3.00

24,828

7,152 7,155

Aの
財源

8,340 11,051

4,756 4,756 5,050

0 0

4,114 3,584 6,001

0 0

　　３　県民参加による環境保全 実施期間 H7 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

環境基本法、長野県環境基本条例、特定工場における公害防止組織の整備に関する法律、環
境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail ｋankyo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
３－２　豊かな自然環境の保全

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針

事業番号 06 01 01 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 環境保全活動等推進事業費 担
当
課

部局 環境部

課・局・室 環境政策課

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

（当初） （決算）

信州環境フェアの開催、信州豊かな環境づくり県民会
議に対する負担金等

6,043 5,953 7,194

155 ─

６箇所

29年度

0

当初予算 8,870

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

─

7,155

（当初）

環境審議会運営費 直接
環境審議会開催：4回　専門委員会：5回
（専門委員会内訳：希少野生動植物保護対策委員会
3回、鳥獣専門委員会　2回）

2,075 1,047 3,857

公害紛争処理法に基づく調停申請　２件 222

環境保全活動推進費
直接

負担金

補正予算 0 0

11,051

公害紛争処理費 直接

8,340 11,051

合計（A) 8,870

8,340

６箇所 ６箇所 達成
信州環境フェア地
域連携事業数

成果目標の達成状況

項目 H26末

３箇所

合計

Ｈ28 H29
目標

H27末
目標 成果 達成状況

　信州環境フェア地域連携事業　６箇所（環境フェア本体と合わせて、県内７ブロックでの開催）

　県民・事業者・ＮＰＯ等の参加と連携による環境保全活動の啓発・普及及び環境教育の推進

・長野県内における環境の保全に関する計画等を策定する場合は、その計画等を策定する根拠となっているそれぞれの条例等に基づ
き、長野県が環境審議会に諮問し、本審議会において審議を行い様々な方の意見を反映することとなっている。
・環境保全に関する知識の普及・啓発を効果的に展開するために、様々なイベントや関係する諸団体との連携が必要となっている。
・環境教育を進めるためには、学校教育のみならず地域や家庭での活動が重要である。

施策展開


